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マス類養殖業においては，不況による販売量の停滞，飼料代を中心とした生産経費の上昇によってその経営は

厳しいものとなっている。このような状況の中，全国的にブームになりつつあるスペシャル・トラウトやご当地

サーモンと呼ばれる付加価値の高いブランドサーモンにおいては，輸入鮭鱒類との差別化が図られ，近年食材と

しての地位が高まりつつある 1)。山梨県水産技術センターが開発したニジマスOncorhynchus mykissとマスノスケ

O. tshawytscha（英名：キングサーモン）を親魚とするブランドサーモン「富士の介」（2017年に名称決定）にお

いては，2016年に水産庁による「三倍体魚等の水産生物の利用要領」に基づく確認が完了し，2017年に山梨県内

の民間養鱒場での養殖が始まるとともに，2019年から市場への流通が解禁した。富士の介は日本では希少なマス

ノスケを親魚として用い，かつ異なる魚種間の交配により作出されたという他に類を見ない特殊性がある 2-4)。ま

た，食味の観点からも優れていることが分析に基づき明らかにされており 3, 4)，その魚種自体が他のサーモンとの

差別化を図るために有利な特徴を数多く持つ。 

富士の介の出荷時の身色に関しては，生産者，生産者団体，山梨県で構成される「富士の介生産者連絡会議」

4) において出荷時の基準が定められており，これを満たさない場合は富士の介として出荷することはできない。

現在，富士の介の色揚げに必要な期間については詳細には明らかにされておらず，ニジマス養殖におけるこれま

での経験に基づき行われているのが現状である。本研究では富士の介における出荷前の色揚げに要する期間を実

際の出荷サイズの魚を用いて検討した。  

 

材料及び方法 

山梨県水産技術センター忍野支所（以下，当支所）で作出した富士の介（ニジマス雌とマスノスケ性転換雄を

交配した全雌異質三倍体魚）を供試した。供試魚は飼育試験開始までアスタキサンチンなどのカロテノイド系色

素を含まない市販のマス類用配合飼料（日清丸紅飼料，マススーパー）を給餌し，試験開始まで水温 12.5ºC の地

下水をかけ流しながら飼育した。供試尾数は 50尾とし，実際の出荷サイズを想定して体重 1,500g程度の魚を使

用した。 

試験は水温 12.5 ºCの地下水を 1.2L/sでかけ流した角型コンクリート池（容量 7.5t）において行った。試験に

は，アスタキサンチン製剤を添加した飼料および添加しない飼料を用いた。飼育開始から 24週間はアスタキサン

チン製剤を添加した飼料を給餌し，色揚げに要する期間を検討した。その後の 12週間はアスタキサンチン製剤を

添加しない飼料を給餌し，色落ちの状況を確認した。 

アスタキサンチン製剤を添加した飼料については，市販のマス類用配合飼料（科学飼料研究所，ます類育成用

ネッカ EP）に対して，アスタキサンチン製剤（DSM：アスタキサンチン 10%含有）を外添して使用した。アス

タキサンチン製剤の添加は飼料重量 1kgに対して，水道水で調整した 0.5%のアスタキサンチン製剤懸濁液 100mL

をプラスチック製のたらいの中で混合したものをビニール袋で密閉し 4ºCの冷蔵庫内で 1晩静置した後に，再度

たらいの中で 50mLの大豆油を用いてコーティングする方法で実施した。飼料は使用までビニール袋で密閉した

状態で冷凍保存した。なお，乾燥による水分減少を加味した試験飼料の最終的なアスタキサンチン濃度の推定値

は 43.7ppmであった。また，アスタキサンチン製剤を添加しない飼料は飼料重量 1kgあたり 100mLの水道水を混

合し，同様に静置および大豆油でのコーティングを行ったものを用いた。 
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給餌は 1日 3ᅇ，ᅵ日を㝖く週 5日間（ణし， 定日は㝖く），体重に対して୍定の๭合を୚࠼る給餌方法（以

下，ไ㝈給餌）で実施した。ไ㝈給餌における給餌⋡は体重あたり 0.8%を┠Ᏻとし，飼育魚の⥲重量に基づきタ

定した。なお，この給餌⋡はⴭ者らが経験に基づき㣬食量に近い給餌量とุ᩿してタ定した値である。4 週間に

1ᅇの᭶᭙日に，飼育魚の体重をಶ体別に 定するとともに，5尾をྲྀり上げ身色の確認に供した。 定は 1/2,000

に希㔘した FA100（DS࢓ࣇーマアニマル࣊ルス）⁐液にて㯞㓉をかけた魚に対して実施した。 

身色の確認については，ά⥾めの後に地下水中で㪰のษ᩿による 5 分間の⬺⾑ฎ⌮を施し，㏿やかに 3ᯛにお

し➽⫗⫼ഃ後方㒊においてカラーチャート（DSM Salmo Fan TM）を用いてⴭ者らのうちࢁ 2名で⫗色をุ定した。 

 

⤖ ᯝ 

平ᆒ体重は試験開始時が 1,556±113 g（平ᆒ体重sᶆ準೫差）で，試験終了時は 2,790±885 gであった（図 1）。

期間ごとの日間ᦤ餌⋡はどの期間も⣙ 0.8%であった（図 2）。日間成㛗⋡は 0.31㹼0.40%で飼育の経㐣とともに⦆

やかにప下した（図 3）。飼料ຠ⋡は体重のቑ加にకい┤⥺的にప下し，体重と飼料ຠ⋡の関ಀには┦関関ಀが認

められた（図  。（ンの┦関ಀ数の検定，p = 0.003ࢯアࣆ ,4
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バーは標準偏差

図 5に➽⫗⫼ഃ後方㒊におけるカラーチャート（DSM Salmo Fan TM）の色␒ྕの推⛣を♧した。アスタキサン

チン製剤添加飼料を給餌している期間においては色␒ྕは上昇し⥆け，最終となる 24週┠には 31␒に㐩した。

また，アスタキサンチン製剤を添加しない飼料にษり᭰࠼た後の 24週┠以㝆は⦆やかにప下し，36週┠の色␒

ྕは 29␒であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⪃ ᐹ 

 日本においては 100種類近いブランド鮭鱒類が存在するが 5)，୍⯡的にこれらは 1kg以上のサイズで出荷され

่身などの生食ྥけやษり身の状態で販売されることが多い。このため，➽⫗の色合いがࣘーࢨーの┠に入るこ

とを前ᥦとしたブランࢹィングが必要となる。食材や料⌮におけるどぬ的要素は，おいしさ，Ⴔዲ性，食ḧにᙳ

㡪を୚࠼ると⪃࠼られているが 6-8)，鮭鱒類においても身色はရ質をホ価する上で重要な㡯┠となっており，シロ

のᙉいಶ体の方が高値でྲྀᘬされているࡳケでは㉥ࢨ 9)。実際に，໭Ḣやチリなどからの輸入鮭鱒類ࡔけでなく，

国産ブランド鮭鱒類の多くがアスタキサンチン等のカロテノイド系色素を含有した飼料の給餌による➽⫗の色揚

げが行われている。山梨県が開発した富士の介についても同様である。 

 富士の介の出荷は 2019年から始まっているが 4)，現時点では色揚げ方法に関する決まったマニࣗアルがないた

め，生産者は⏥ᩫサーモンや⏥ᩫサーモンࣞッド 10-11) などの大型ニジマスでの経験に基づき対ᛂしているが，そ

の中で，富士の介はニジマスとẚ࡭て色揚げに要する期間が㛗いというኌもᣲがっている。同ࡌ給餌⋡ཬび期間

で色揚げ飼料を給餌した場合には，ニジマスよりも富士の介の方が色揚がりがⰋいことが♧၀されているため 12)，

富士の介の方がニジマスよりも色揚げに時間を要するとゝわれる⌮⏤はᦤ餌量が少ない 13) ことが要ᅉと⪃࠼ら

れる。いずれにࡏよ定められた色基準を確実に満たすためには富士の介において色揚げに必要な期間を明らかに

しておく必要がある。 

本研究では，⣙ 45ppmとなるようにアスタキサンチン製剤を添加した飼料を用いて富士の介の色揚げに要する

期間を検討した。௒ᅇ日間給餌⋡は体重の⣙ 0.8%であったが（図 2），この給餌⋡において週 5 日間給餌した場

合，身色が౛࠼ばカラーチャートの色␒ྕ 27␒に㐩するために必要な期間は 12-16週間（84-112日），30␒に㐩

するまでには 20-24週間（140-168日）と推定された（図 5）。本研究における⣙ 0.8%という給餌⋡については，

給餌作業終了時に供試魚が満⭡に近づく඙ೃを♧していたことやこれまでの研究 13)から，㣬食量に近い給餌量で

あったと⪃࠼られる。このため，給餌量のቑ加によりアスタキサンチンのᢞ୚量を高めるᙧでの色揚げ期間の▷
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合，身色が౛࠼ばカラーチャートの色␒ྕ 27␒に㐩するために必要な期間は 12-16週間（84-112日），30␒に㐩

するまでには 20-24週間（140-168日）と推定された（図 5）。本研究における⣙ 0.8%という給餌⋡については，

給餌作業終了時に供試魚が満⭡に近づく඙ೃを♧していたことやこれまでの研究 13)から，㣬食量に近い給餌量で

あったと⪃࠼られる。このため，給餌量のቑ加によりアスタキサンチンのᢞ୚量を高めるᙧでの色揚げ期間の▷

⦰は現実的には㞴しいであࢁう。 

なお，ಙᕞサーモン（ニジマスᅄ倍体雌とブラウントラウト性転換雄を交配した全雌異質三倍体魚）において

市販の色揚げ飼料を用いて行われた研究では 14-17)，それࡒれ㖭᯶が異なる飼料を用いた 4ᅇの試験において，日

間給餌⋡ 1.0%で給餌した試験では，同カラーチャートの色␒ྕが 30␒に㐩するまでに必要な日数は，98.4，137，

175日，また，日間給餌⋡ 0.8-1.0%で給餌した試験では，119.4日と推定されている。これらの研究において給餌

⋡が同様であるにもかかわらず色揚げに要する日数が異なっていることは，飼料の㖭᯶によって飼料中のカロテ

ノイド系色素濃度が異なるとともに，その濃度が必要日数にᙳ㡪を୚࠼ていることを♧၀している。また，

Storebakkenら 18) は 0，30，60，90ppmのアスタキサンチン濃度の飼料を大す洋サケに給餌した⤖ᯝ，濃度が高い

どຠ⋡的に色が揚がることを♧している。前㏙のとおり富士の介はニジマスよりもᦤ餌量が少なく࡯ 13)，給餌量

をቑやすことによる色揚げ期間の▷⦰が㞴しいことから，色揚げ期間を▷⦰するためには飼料Ᏻ全法で♧された

⠊ᅖ内でより色素濃度を高めた飼料を用いることも検討す࡭きである。 

色落ちの期間を検討した試験では，色揚げ飼料の給餌を中Ṇした後に⦆やかに⫗色が㏥色したものの，12週間

（84日）経㐣後も୍定の水準が⥔持されていたことから，༑分に色が揚がったಶ体であれば▷期間の␆養などは

身色の観点からのရ質にあまりᙳ㡪を୚࠼ないと⪃࠼られた。 

 本研究において体重のቑ加にకう飼料ຠ⋡のప下が確認されたが（図 4），このことはこれまでの研究と同様の

⤖ᯝである 13,19)。飼料ຠ⋡のప下は，ቑ重量当たりの飼料代の上昇をព味する。大型化にకい生産コストがቑ加

することを生産者ࡔけでなくࣘーࢨーഃも認㆑し，㐺ษな売価への཯ᫎが行われることがᮃましいと⪃࠼られる。 

 

ㅰ ㎡ 

本研究を㐍めるに際し，ᰴᘧ会♫ DSM よりアスタキサンチン製剤をごᥦ供いたࡔきましたことにお♩⏦し上

げます。また，実験魚の飼育にご༠ຊくࡔさった山梨県水産技術センター忍野支所の会ィ年度௵用⫋ဨのⓙ様に

お♩⏦し上げます。 

 

せ ⣙ 

1. 富士の介の色揚げに必要な期間について，出荷を想定したサイズである 1.5kg以上の魚を用いて検討した。 

2. 43.7ppmのアスタキサンチン濃度の飼料を使用し，㣬食量に近いと⪃࠼られる体重の⣙ 0.8%の給餌を週 5日

間行った場合，カラーチャートの色␒ྕ 27␒に㐩するために必要な期間は 12-16週間（84-112日），30␒色

に㐩するまでには 20-24週間（140-168日）と推定された。 
3. アスタキサンチンを添加した飼料から㠀添加の飼料にษり᭰࠼た後は，⦆やかに⫗色が㏥色したものの，12

週間（84日）経㐣後も୍定の水準が⥔持されていた。 

4. 体重のቑ加にకう飼料ຠ⋡のప下が確認されたため，サイズを大型化して販売する場合は飼料ຠ⋡ప下によ

るコスト上昇分について㐺ษに売価に཯ᫎさࡏることがᮃましい。 
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